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445　　　 ヒ ト子宮平滑筋細胞の カ ル シ ウ ム ウェ

イ ブ の 観察一プ ロ ス タグラ ン デ ィ ン F2 α による刺

激一・

446　 　　　 ヒ ト子宮筋細胞の Platelet−acti −

vating 　fac七〇 r に よ る カ ル シ ウム ウ ェ イブ の観察

大分医大
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【目的】プ ロ ス タグラ ン デ ィ ン F2α （PGF2α 〕は

子宮収縮物質 と して 陣痛発来 と密接な関係を持

っ ．その 子宮収縮作用は強力で子宮筋組織で の 作

用機序は様 々 に研究さ れ て い る ．しか し，子宮筋

の 細胞 レベ ル で の収縮の検討はあ ま りさ れ て い な

い．今回，子宮筋細胞をPGF2α で刺激 し，収縮の

指標となる カ ル シ ウム ウ ェ イ ブ を レ
ー

ザ
ー
共焦点

顕微鏡で観察，検討 した の で報告す る．

【方法】帝王切開時に患者の 同意の もと，切開創

部よ り子宮筋組織を採取 した．採取された子宮筋

組織から子宮平滑筋細胞が単離培養 され た．観察

前 に 平滑筋細胞はphysiological 　buffer（Na　140

mM ，　 K　 smM，　 Ca　 L 　8mM，　 Mg　 lmi｛｝中 で Calcium

Green−3 とともに 37℃ ，30分間incubaしeさ れ た．

PGF2α を最終濃度で 10
−SM

か ら 10
−SM

と な る よ う

に添加し刺激し た．　488nm で 励起された Calcium

Greenを 0．5秒ごと に 1分間記録 した．

ζ成績】PGF2α 濃度 10
”6M

では 190％，ユ0
−7M

で は

40％，10
−SM

で は 57％で カ ル シ ウ ム ウ ェ イブが観察

さ れた ．ウ ェ イ ブ の 速 度は 33．5μ m／sec で あ っ

た．同
一

細胞で数回 ウ ェ イ ブが観察され るもの と

一度だけの もの と共にみ られた．

【結論 】カル シ ウム ウ ェ イ ブは細胞 内の カ ル シ ウ

ム ス トアから細胞質内にカル シウム が放出さ れ る

現象で あ る ．こ れは平滑筋細胞で は ミ オ シ ン 軽鎖

を 「

」ン 酸化 し収縮させる．細胞 レベ ル で の 収縮の

指標 と され る ，今回 の検討 で は生 理 的 濃度 の

PGF2α で子宮平滑筋細胞を刺激する と活発なカ ル

シ ウ ム ウ ェ イブσ）発現が認め られた、PGF2α の 子

窩収縮作用を細胞 レベ ル で は じ め て視覚的に確認

す る こ と が で き た ．

〔目的】血小板活性化因子 （plat．elet ，−activat ｛ng

facしor ．　 PAF）は生体内の ほ と ん どの組織に存在す

る脂質メデ ィ エ ータで ，他の メ デ ィ エ ータ ととも

に プ ロ ス タグ ラ ン デ ィ ン （PG｝産生 に深く関与 して

い る ．また PAFは直接 ヒ ト子宮筋組織に作用し収

縮さ せ る こ と が報告さ れ て お り陣痛の 開始，維持

へ の 関与が示 唆さ れ て い る ，今回，筋細胞レ ベ ル

で の 収縮を レ
ー一

ザ
ー
共焦点顕微鏡で カル シ ウ ム ウ

ェ イ ブを観察 し．検討 し たの で報告す る ．

〔方法】帝王切開時に患 者 の 同意 の もと子宮切 開

創部上縁か ら子宮平滑筋組織を採取 し t 平滑筋細

胞 を単 離 培 養 し た ．観 察 前 に 平滑 筋細 胞 は

physiologi 。al　 buffer（Na　 l40mM，　 K　 smM，　 Ca　 1．8

mM ，　 Mg　lmM），Ca1cium　Green−3と と も に 30分問，

37℃ で incubate され た ．　 c
−PAF を最終濃度で

10
一
咄 か ら 1〔｝

‘i2M
と な る よ う に 添加 し ．刺激 し

た ．488nm で 励起さ れ た Calcium 　Green を 0．5秒

ごと に 1分間記録 した．

【成績】カ ル シ ウ ム ウ ェ イブは c
−PAFの 10

”9M
か

ら10
』12M

ま で の刺激で 観察さ れ た が， 10
倡
噸 で は

観察され なか っ た、また，添加 した c
−PAFの 濃度

の 低い 方がウ ェ イ ブ の 出現率が高か っ た （10
一
踊

G％，　10
−9M

　16，7％，　10
−1nM

　50％，　10Ul1M　72．2％，

10
− 12M

　80LM　．　kwr胞内で の ウ ェ イブは
一
方向で はな

く，また同
一一一
細 胞で 数回観察され るもの もみ られ

た，ウ ェ イブ の 速度は 36．35μ m／s で あ っ た ．

【結論】 PAFで 子宮平滑筋を刺激す る こ と に よ っ

て カ ル シ ウ ム ウ ェ イ ブが観察された．こ の 細胞内

カ ル シ ウ ム 濃度の 上 昇・は ミオ シ ン 軽鎖 の リン 酸化

をお こ し，子宮筋を収縮さ せ る．陣痛発来 へ の 関

与が示唆さ れ て い る PAFの子宮筋収縮作用を細胞

レ ベ ル で は じ改）て視覚化す る こ と が で き た．
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